
 

［成果情報名］岡山県内に発生している薬剤耐性アスパラガス茎枯病菌に有効な薬剤 

［要約］県内の露地栽培アスパラガス産地の一部で発生しているベンゾイミダゾール系剤耐

性の茎枯病菌に対して、アゾキシストロビン水和剤、イミノクタジンアルベシル酸塩水和

剤、TPN 水和剤、銅水和剤の効果が高い。 
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［背景・ねらい］ 

本県のアスパラガス産地は露地栽培が主体であるため、茎枯病が大きな生産阻害要因と

なっている。本病に対しては薬剤による体系防除が行われているものの、薬剤耐性菌の出

現による防除効果の減退が疑われている。そこで、本病菌の数種薬剤に対する感受性を明

らかにし、効率的な防除対策に資する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ベンゾイミダゾール系剤（商品名；チオファネートメチル水和剤、ベノミル水和剤）

に対する耐性菌が、県内の一部の圃場（調査対象圃場の 16％）で、少数（調査対象菌株

数の９％）確認される（表１）。 

２．アゾキシストロビン水和剤およびイプロジオン水和剤に対する耐性菌は認められない

（データ省略）。 

３．ベンゾイミダゾール系剤耐性菌に対して、アゾキシストロビン水和剤、イミノクタジ

ンアルベシル酸塩水和剤、TPN 水和剤、銅水和剤の防除効果が高い（図１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．適切な薬剤散布を行ったにもかかわらずベンゾイミダゾール系剤の防除効果の低下が

疑われる圃場では、耐性菌の発生が疑われるので、他系統の薬剤による防除を行う。効

果が維持されている圃場では、今後の耐性菌の発生および拡大を防ぐため、本系統の薬

剤の連用を避ける。  

２．アゾキシストロビン水和剤、イプロジオン水和剤は、耐性菌発生のリスクが高いとさ

れていることから、同一系統の薬剤の連用を避ける。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

［具体的データ］ 

 

表１ 県内で採集したアスパラガス茎枯病菌のベンゾイミダゾール  

系剤耐性菌 Zの割合（ 2013年）  

産地  
調査圃場数  

（菌株数）  

耐性菌確認圃場数  

（菌株数）  

割合％  

 圃場（菌株） 

県北産地A 8 （ 53）  3 （ 13）  37.5 （ 24.5）

県北産地B 6 （ 41）  0 （  0）  0.0 （  0.0）

県北産地C 6 （ 39）  0 （  0）  0.0 （  0.0）

県南産地A 5 （ 34）  1 （  2）  20.0 （  5.9）

計   25 （ 167）  4 （ 15）  16.0 （  9.0）
Z
最小生育阻止濃度（ MIC）と生物検定の結果から判定  

 

 

図１ ベンゾイミダゾール系剤耐性菌に対する各種薬剤の防除効果  

注）供試菌株は岡山県内で採集したベンゾイミダゾール系剤耐性菌株「S3－1株」。  

接種前のポット苗に薬剤散布して予防効果を確認した（１区５株、２回試験の平均値）。  

発病度は、指数化して茎や擬葉の発病程度を求め、防除価を算出した。  

 

（畔栁泰典、井上幸次） 
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